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１．はじめに 

 土木学会の継続教育（CPD）制度は，平成 13（2001）年度に創設され，以後，技術推進機構（継続教育実施

委員会）が運用・普及に当たっている．平成 21 年度の継続教育実施委員会の主たる活動は，①研究討論会の

開催，②外部連携，③土木技術者倫理教材の出版であり，これらを中心に活動概況を報告する． 

２．研究討論会１） 

全国大会研究討論会では『これからの技術者には何が必要ですか？』と題し CPD と資格を議論した.話題提

供者(5 名)の論点は以下のとおり．①国内外における CPD の現状と課題 ②学協会における取組みの現状 
③技術者に役立つ CPD と技術者資格とは何か ④新たな Civil Engineering に必要な原点回帰の提案 
話題提供者及びフロアーの参加者から以下の問題点の指摘があり，対応が期待されている． 
① CPD の目的は能力の維持・向上だが,発注者による CPD 利用は若干趣旨が異なる印象が拭えない 
② 単位はやめて，イギリス土木学会のように CPD の本来の目的に回帰すべし 
③ CPD 制度の運用団体（例えば,建設系 CPD 協議会は 14 団体が加盟）の多くで運用に大きな差がある 
④ 公共発注機関によっては特定の団体の CPD を優遇している 
⑤ 自己学習などは運用団体の証明がむずかしく，単位確保のための講習会等の参加は経済的負担が大きい 
⑥ 施工従事者は CPD に取り組む時間的余裕が少ない 
⑦ 地方での受講機会が少ない 

３．外部連携 

建設系 CPD 協議会の創設(平成 15 年)以来，土木学会は協議会で主導的な役割を果たしている．これは，技

術士会と共に他学協会に先行して制度を創設したことに関係する．平成 21 年度は最後の運営協議会で，（社）

全国測量設計協会連合会と（社）全国上下水道コンサルタント協会の加盟を承認し加盟は 16 学協会となった．

加盟各協会のシステム作成が一巡したのでシステム部会を解散し，休止していたルール部会で連携方法を改め

て平成 22 年度から検討することになった． 

加盟学協会はどこも CPD 認定プログラムが豊富とは言い難い．この中で協議会加盟の認定プログラムを利用

者がどれも利用できる点で，協議会は一定の役割は果たしている．一方，CPD 実績に関する単位認定では，利

用者に一部誤解もあったので，認定プログラムを提供する加盟各協会ではなく，利用者が申請する申請先の加

盟学協会の制度に従うことを改めて確認している．協定書もこの趣旨に誤解のないよう改訂を行っている． 

この間に，全加盟学協会で CPD 単位を統一する意見もあったが，各加盟学協会の独自性を尊重する観点で退

けている．例えば，日本造園学会の CPD 制度では自己学習として茶道と華道の学習を CPD と認めている．日本

造園学会の技術分野をよく表わす CPD である．例えば，この実績を土木施工管理技士会連合会に CPD 実績とし

て登録申請しても，認められない．土木施工管理技士会連合会の技術分野が土木施工であることを考えれば当

然とも言える，地盤工学会ではシリーズものの CPD プログラム受講に対しボーナスポイント（単位）を出す検

討もある．ことほど左様に，加盟各協会はそれぞれ独自性のある CPD を利用者に求めている． 

この状況下でCPDの標準化を進めるには，上記の研究討論会でも指摘があったとおりCPDの本質にたち戻り，

単位は問わず能力の維持・向上を利用者が計画をたて自己管理によって成果を上げる取り組みを求めるイギリ 
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ス型の CPD 制度を取り入れる方策が１つ考えられる．もう１つの可能性は,IEA が 2009 年の京都会議で承認し 

た文書２）が示すように，技術者資格をテクニシャン，テクノロジスト，エンジニアの３階層に分け，それぞ

れの階層に応じた CPD を求める方法も考えられる．この場合，上記の茶道，華道の学習の扱いが日本造園学会

以外でどうなるか．イギリス型の CPD 制度ほど結果は明確ではない．ともあれ，これらの検討が今後必要であ

る． 

４．土木技術者倫理教材の出版 

 学生向けの技術者倫理教材を求める声を受け，技術者倫理の授業に使えるよう｢土木技術者倫理問題 －考え

方と事例解説 II－｣（A5 版白黒刷り 190 ページ 税込み定価 1,500 円）を編算した．前著｢土木技術者倫理問

題 －考え方と事例解説－｣をベースにしていて，第 1章｢土木技術者の倫理規定｣では,新たな外部動向として，

技術者をテクニシャン，テクノロジスト，そしてエンジニアの 3階層に分けて捉える考え方を示し，エンジニ

アである技術者は最も難しい倫理問題にも対処しなければならないことや，世界の教育機関が連携して地球環

境の管理に関する専門の修士コースを開設したことをあげ，環境倫理に対する一層の対応力強化の必要性を加

筆した．第 2 章｢技術者倫理問題の考え方｣では，倫理問題を解く上で役立つ 10 の着目点の相互関係がわかり

やすく，また，実践で応用しや

すいよう，図１を新たに付けた．

第 3 章｢事例解説｣では学生をは

じめ若手土木技術者が遭遇しや

すい事例を中心に新たに全 24

事例を示した．各事例には前著

の類似事例名称と番号や関連す

る用語解説を付けたほか，コラ

ムも付け業務経験のない学生が

読んで業界の実像理解に繋がる

よう配慮した．  

 

５．おわりに 

 研究討論会で指摘があったと

おり，十分な数のプログラム提

供と学習機会の地域格差是正は

重要な課題である．そこで，平

成 22 年度の主要な取り組み課

題として，オンデマンド教材の

提供を想定し，検討を始めてい

る．教材はコンテンツがなによ

りも重要であり，調査研究部門

の各専門委員会のご協力を，是

非，お願いしたい． 
                        図１ 技術者倫理問題を考える上での着眼点 
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(1) 関連する事実 

技術者倫理に関連のある事実を見出す

(2) 事実関係の一致 

関連事実を共通の認識とする 

(3) 概念の一致 

使う言葉の意味を関係者の間で統一する

(4) 概念の適用上の一致 

状況を明確にし、概念の適用を一致させる

(5) 何を行うべきか 

ある一般的な状況で何を行うべきか 

(6) 線引き問題 

 倫理的対処案とそうでない対

処案をどこで線引きするか 

(7) 相反問題 

相反するモラル上の責務や行

動の間で何を行うべきか 

(8)功利主義の三つのテスト 

行為－功利主義テスト 

費用／受益テスト 

規則－功利主義テスト 

(9)個人尊重の三つのテスト 

黄金律テスト 

自滅テスト 

権利テスト 

(10)考慮すべき重要事項

参考事例 

【判断に役立つ着眼点】 

【何を行うべきかの着眼点】 

【誤解を解く着眼点】 

【解 決】

 

（誤解を解

くことで、行

うかどうか

判断できる

倫理問題も

多い） 
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